
令和４年 第４回沼田町議会定例会  一般質問要旨  

 

【町長】 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
伊藤議員 

質問 

項目 
町長選挙に向けての考えは 

質問 

内容 

 

 令和元年５月に町民の期待を一身に受け横山町政がスタートしてから

４年を迎えようとしています。 

 その間、持続可能なまちづくりに加え、子どもたちが夢と希望を持ち、

誇りを持てるふるさと創造をオール沼田の掛け声とともに推進し、取り組

まれてきました。  

 突然の新型コロナウイルスの発生に伴い、感染拡大の防止策を講じなが

ら、コロナ禍の福祉向上対策や町の活性化事業を積極的に取り組まれたこ

とは、町民に高い評価を受けていると感じています。  

 高穂スキー場の更新や高齢者住宅の建設、まるごと自然体験プロジェク

トなど公共施設への投資や関係人口拡大に向けた取り組みをされてきた

一方、ＪＲ留萌本線存廃の議論で町長は断腸の思いの中、決断され、ひと

つの区切りとして廃止が決定しました。 

 この４年間は、横山町政の基盤づくりの期間であったと考えています。

その基盤をもとに町を活性化させ、新たな公共交通体制の政策を打ち出す

のが、横山町政の責務であり、町民が期待する所だと考えています。  

任期満了に伴う町長選挙に、町の発展のため続投を望む声が多く聞かれ

るが、４月の町長選挙に対しての考えを聞きたい。  



 

 

【町長】 

通告順 ２ 
質問 

議員 
畑地議員 

質問 

項目 
自然学校を直営で運営するねらいは  

質問 

内容 

  

一般行政報告によると、令和５年度からオープンする自然学校について

は、専門的人材が育成されるまで直営管理して事業を行うとあった。６月

の全員協議会では計画説明を受け、指定管理を前提に進めているとの報告

があったばかりであるが、方針を変えた理由の中に人材育成などがあるな

ら、当初からハードルを上げすぎて計画立案をしていたのではないか。３

年間の準備期間と合わせて進捗状況に遅れが生じていないのか、そして地

域連携が出来る環境整備が進んでいるのか聞きたい。  

 

町長 

①  森あそびサポーターに登録した方への周知は現在も定期的に行って

いたのか。 

 

②  年間スケジュールで示したアクティビティでの集客数とリピーター

数は何人いたのか、ＳＵＰやサイクリングは実施出来たのか。  

 

③  人材育成を含め、町の直営によって計画している事業内容と予算組

に変更点はあるのか。 

 

④次年度からほろしん温泉の指定管理が変わる予定ですが、グランピ 

ングが出来るプライベートキャンプ場とオートキャンプ場の関係は、

直営と指定管理に分かれることになります。顧客層の住み分けは出来

るのか。 








